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MVC を用いたコンポーネント連携型 UIMS の提案 
久原 政彦†  伊藤 誠‡ 

中京大学†‡ 

 
1. はじめに 
 本稿では、アプリケーション（以下 App）のユーザ
インタフェース（以下 UI）について、従来のシステム
にあった様々な問題を解決するための、新しいシステ
ムの提案を行い、それにより App 開発がどのように変
わるかを提示することを目的とする。 
 
2. 従来型の App 開発の問題 
a) 専門性を生かした開発や拡張 
 アルゴリズム、UI、フロー管理などを、開発者の専
門性を生かして分業するための、明確な基準に乏しい。
また、Appの修正や拡張を行う際、Appの全体を一度再
構成(再コンパイル等)しなければならない。 
b) UIの自由な差替え 
 UI定義がApp内に実装されているため、AppのUIを
変更するためには、App 自体を書き換える必要がある。 
c) デバイス透過性 
 GUI 以外の UI、例えばハードウェアデバイスを用い
る際には、特別な処理が必要である。 
d) 位置透過性 
 操作中の App に対し、プロセス外やネットワーク外
にある UI を用いる際には、特別な処理が必要である。 
 
3. 問題を解決するモデル 
a) MVC―App設計モデル 
 MVCはAppをModel,View,Controllerの3元に分割し、
互いがメッセージ通信することによって挙動し App を
構成する、App 設計モデルである。次表に基づいて分
割された機能をコンポーネント（以下Comp）と呼ぶ。 

表1．MVCの3元分離 

C Task 
M アルゴリズム・データ管理担当。C からの通知に
応じてデータの処理を行い、Vへ変更を通知。 

V UI 担当。M のデータや状態を表示。M からデータ
の変更が通知された場合、自身の表示を変更。 

C フロー制御担当。ユーザ入力を解釈し、M へデー
タ操作を、Vへ状態変更を、それぞれ通知する。 

 
 

 

図1．MVC基本構成 

 前表の分類により、App の開発は Comp 単位で明確に
分離でき、デザイン専門なら V、アルゴリズム専門な
ら M と、開発者の専門性を生かした分業が可能となる。 
また本システムでは自由な開発・修正・拡張を可能
にするため、MVC-Compを Comp単位で独立して構築・挙
動できるようなシステムをとっている。次図に MVC-
Compの挙動を示すメッセージフローの実例を示す。 

図2．MVCのメッセージフロー例(括弧数字は処理順) 

強調する点として、Comp 間の矢印がメッセージの通
知のみという点がある。Comp は他者を直接操作するの
ではなく、メッセージ通知で挙動依頼をする。受信側
はメッセージを介してのみ挙動し、直接的な操作は受
けない。結果 Comp は他 Comp との強依存性を取り払わ
れ、メッセージに対応して挙動を行うことを満たせば、
その具象実装は問われなくなる。これにより、Comp の
自由な開発・修正・拡張が可能となる。 

b) UIMS―UI管理システム 

 UIMSは、UIを管理するための専用のシステムのこと
で、App から UI を切り離し、独立して自由な実装をす
ることを可能とするシステムである。 
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図3．従来のAppと、UIMSを用いたAppの違い 

 UIMS を用いると、App から、UI を管理するシステム、
UI を定義する部分が切り離され、独立に開発できる。
UIMSはMVCのVを担当し、AppのM,Cとメッセージ通信
を用いて連携しながら、AppのUIを管理する。 
UIMSが表象するUIの定義も外部化され、定義を書き
換えることで、App を変更することなく、UI のみを自
由に変更できるようになる。UI定義の記述には、UI特
有の階層構造を上手く表現できるXMLを利用する。 

図4. UIの自由な差替え例 

c) MVCによるデバイス透過 

 MVC によって Comp は、メッセージに対して等価に挙
動すれば Comp の具象形態を問われない。例えば V の
UI が、GUI であっても、ハードウェアであっても、透
過的に扱うことができる。また、GUI を使うかハード
ウェアを使うかを、UIMSによって任意に選択できる。 

図5. デバイス透過例 

d) システムのネットワーク対応による位置透過 

 メッセージを送信するCompが、相手先がどこにある
かを意識せずに MVC のメッセージを通知できるシステ
ムを導入する。これにより、Comp がどの位置にいても、
透過的に扱うことができる。 
 
4. システム構造 
a) Comp・メッセージフローマネージャ 
 MVC-Comp はすべて、App 起動時に Comp マネージャに
登録される。Comp マネージャはメッセージフローのマ
ネージャも兼ねており、送信側Compがメッセージを送
信した際、受信側へ通知するための仲介役となる。 

図6．Compマネージャ、メッセージフロー例 

b) 透過的メッセージ通信・シリアライズ 

 メッセージの宛先が、自分の管理するCompでない場
合、他のマネージャを調べ、宛先が発見できた場合は、
そのマネージャ経由でメッセージを通知する。マネー
ジャ間通信には XML シリアライズを用いる。これによ
り、Compの位置透過性を実現できる。 

図7．透過的メッセージ通信、XMLシリアライズ例 

 

5. 期待できる改善の例 
a) 初心者向け改善―マウスボタンの混同 
 いずれのマウスボタンを押しても同じ動作をさせる
変更を、MVC を用いて、マウスイベントを解釈する C
を差替えるだけで実現できる。App 全体の変更は必要
ない。通常の挙動に戻すのも、C の差戻しだけで済む。 
b) 趣向に応じた改善―メール表示を葉書のように 
 メール内容を表示する V であるテキストボックスを、
MVC と UIMS を用いて、葉書に書いたような表示を行う
V に変更できる。この際 App 全体の変更は必要ない。
このような UI の改善を、デザインの得意な開発者や、
UI専門のサードパーティに委譲することもできる。 
c) デバイス透過性の改善―早押しボタン 
 クイズゲームの早押し用のGUIボタン Vを、UIMSと
デバイス透過性を利用して、実際のボタン V にできる。
開発者はデバイスに応じた App 変更を意識しなくてよ
いうえ、ニーズに応じた拡張が容易に可能となる。 
 
6. おわりに 
本稿では提案のみに留まったが、今後はシステムを
実際に開発し、その実証実験を行いたい。本システム
により、App 開発がより個々の能力や専門性を生かし
たものとなり、洗練されていくことを期待したい。 
 
参考文献 
[1] 久原政彦, 伊藤誠: "UIMSに関する諸提案", 平成17年度電気
関係学会東海支部連合大会, 2005/09 

App 
Code 

UIMS 

UIMS 

UI 定義 UI 
定義 

App 空間 

従来 UIMS 

App 空間 
App 
Code 

連携 読込 

固定・強依存 

差替え前 
 

差替え後 1 
 

差替え後 2 
 

XML 

C 

Cmp 
マネージャ 

  

フロー 
マネージャ 

 

(1)メッセージをマネージャに通知 
(2)マネージャが宛先へ通知を担当 

C C 

V 

V V M M 

M 

Click 

受信メッセージに
対する挙動が同じ
で、送信するメッ
セージも同じな
ら、2 つは透過的
な Cmp として任意
に差替え・選択で
きる 

GUI ボタン 

物理的ボタン 

  

 

  

XML 

NET 等 

(2)通信用に XML テキスト化してマネージャへ伝送 

(1)メッセージ送信 

(3)XML をメッセージに
戻して通知 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


	tyt_no: 
	typ_page1: 1-238
	tyt_a: 
	typ_page: 
	tyt_head: 
	tyt_head1: 情報処理学会第68回全国大会


